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　投稿

老衰死はどのように変化してきているのか
－人口動態統計を利用した記述疫学的検討－
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目的　「老衰死」に関して，人口動態統計を利用して戦後から現在までの記述疫学的な検討を行い，
過去から現在にかけてどのように「老衰死」が変化してきているのかを考察するとともに，今
後の老衰死亡者数の推計を試みた。

方法　基礎資料として，昭和25年（1950年）から平成20年（2008年）までの人口動態統計と2005年
人口動態特殊報告・都道府県別年齢調整死亡率，平成18年12月推計日本の将来推計人口を用い
た。老衰死亡率（人口10万対死亡率，性別年齢調整死亡率）の推移，年齢別にみた老衰死亡者
数の推移，性別にみた老衰死亡者数の推移，老衰死亡者の死亡場所の変化についてそれぞれ検
討を行った。1975年と2005年における老衰の性・都道府県別年齢調整死亡率を用いて，各都道
府県の性別年齢調整死亡率の全国値に対する比を算出し，地域差があるかどうかの検討と各都
道府県の変化を比較した。老衰の年齢階級別死亡率が2008年と同率で推移すると仮定して，
2015年と2025年の老衰死亡者数の推計を試みた。

結果　戦後から減少傾向にあった老衰死亡率は，近年，人口10万対死亡率は増加しているが，年齢
調整死亡率は横ばいである。性別ではどの年代でも女性の死亡者数が多い。老衰死の年齢構造
や亡くなる場所の変化をみると，過去は現在よりも若年で老衰死と診断され，自宅で亡くなっ
ている方が多い。近年は病院や施設など亡くなる場所が多様化している。各都道府県別の比較
では，1975年・2005年ともに地域差を認めており，男女とも，中部地方で増加，近畿地方で減
少している。県別では沖縄県が著明に減少している。老衰死亡者数の推計では，2008年と比較
して，2015年で約1.5倍，2025年で約2.6倍になると推計された。

結論　今後，老衰死亡者数が増加することが予測され，死亡場所に関しても，自宅に限らず病院・
施設と多様化していることを考えると，臨床医が「老衰死」に遭遇する機会は増えることが考
えられる。

キーワード　老衰，老衰死，高齢者医療，超高齢者，人口動態統計，記述疫学

Ⅰ　は　じ　め　に

　わが国の高齢者人口は急速に増加しており，
現在 5人に 1人が65歳以上の高齢者で，10人に
1人が75歳以上という「本格的な高齢社会」と
なっている1）。また，1996年には47万人であっ
た90歳以上の人口は，2008年は100万人を超え，

2025年には300万人を超えると推計されてお
り2），今後，超高齢者が著増することが予測さ
れている。超高齢者人口が今後加速度的に増加
していくにあたって，超高齢者に対する治療指
針やターミナルケアのあり方を確立させること
の重要性を指摘する声もある3）。
　そのような超高齢者に特徴的な死因の 1つに
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「老衰死」がある。「老衰死」は数十年前と比
較して著明に減少しているが，2008年において，
80歳以上では死因の第 5 位となっており4），依
然として重要な死因の 1つと考えられる。また，
鈴木は，高齢者の死亡原因として「老衰」を見
なおすべきであろうと述べており，医学の進歩
によって多くの致死的疾患がコントロールされ
るようになれば，高齢者の死亡の要因としては
疾病そのものよりも，むしろ身体機能の総合的
な減衰による死亡，すなわち老衰こそが，真の
死亡原因となってくるのではないかと推測して
いる5）。海外においても，Charlesらは，100歳
以上の死亡者の死因を調査したところ，加齢と
関連する病名がほとんどであることを指摘して
おり，死亡診断書に，死因に寄与したものとし
て，「加齢による衰弱」をもっと記載するべき
であると主張している6）。これらを考えると，
今後，さらに超高齢者が増加することもあり，
高齢者医療を考えるうえで「老衰死」はより重
要な死因となると思われる。
　しかし，「老衰死」が過去から現在にかけて
どのように変化してきているのかは，疫学的に
今まで十分に検討されていない。本研究の目的
は，「老衰死」に関して，人口動態統計を利用
して戦後から現在までの記述疫学的な検討を行
い，過去から現在にかけてどのように「老衰
死」が変化してきているのかを考察するととも
に，今後の老衰死亡者数の推計を行うことであ
る。

Ⅱ　方　　　法

　基礎資料として，昭和25年（1950年）から平
成20年（2008年）までの人口動態統計4）と2005
年人口動態特殊報告・都道府県別年齢調整死亡
率7），平成18年12月推計日本の将来推計人口2）

を用いた。
　昭和25年（1950年）から平成20年（2008年）
までの人口動態統計を用いて，老衰死亡率（人
口10万対死亡率，性別年齢調整死亡率）の推移，
年齢別にみた老衰死亡者数の推移，性別にみた
老衰死亡者数の推移，老衰死亡者の死亡場所の

変化についてそれぞれ検討を行った。また，
2005年人口動態特殊報告・都道府県別年齢調整
死亡率から，1975年と2005年における老衰の
性・都道府県別年齢調整死亡率を用いて，各都
道府県の性別年齢調整死亡率の全国値に対する
比を算出し，地域差があるかどうかの検討と各
都道府県の変化を比較した。
　2015年と2025年の老衰死亡者数を推計した。
推計においては，近年，老衰の年齢階級別死亡
率がほぼ横ばいである4）ことを考慮して，年齢
階級別死亡率が2008年と同率で推移すると仮定
した。将来推計人口は，平成18年12月推計日本
の将来推計人口（出生中位・死亡中位）を用い
た。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　老衰死亡率（人口10万対死亡率，性別年
齢調整死亡率）の推移（図 1）

　1950年から1990年代にかけて，人口10万対死
亡率は減少傾向にあり，同様に年齢調整死亡率
も男女ともに減少傾向にある。2000年以降には，
人口10万対死亡率は増加傾向となっているが，
年齢調整死亡率は男女ともに2000年以降もほぼ
横ばい状態である。

（ 2）　年齢別にみた老衰死亡者数の推移（図 2）
　1950年～1960年代は70～80歳代の老衰死亡者
が多いが，その後徐々に70～80歳代の老衰死亡
者は減少していき，2000年代に入ってからは90
歳以上の死亡者が年々増加している。

図 1　老衰死亡率の推移
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（ 3）　性別にみた老
衰死亡者数の推移

　老衰死亡者数は
1960年が男性20,547
人，女性 33,592人
（女性が1.64倍），
1975年は男性10,287
人，女性 19,629人
（女性が1.91倍），
1990年は男性8,054
人，女性 16,133人
（女性が2.00倍），
2008年は男性8,751
人，女性 27,224人
（女性が3.11倍）で
あった。いずれの年
代でも，男性と比較
して女性の死亡者数
が多く，その傾向は
徐々に強まっている。

（ 4）　老衰死亡者の
死亡場所の変化
（図 3）

　1975年は，老衰死
亡者の 9割以上が自
宅で亡くなっている。
その後，病院や施設
で亡くなる割合が増

図 2　年齢別にみた老衰死亡者数の推移 図 3　老衰死亡者の死亡場所の変化

図 4　老衰の都道府県別年齢調整死亡率（男）の全国値に対する比の年次比較

図 5　老衰の都道府県別年齢調整死亡率（女）の全国値に対する比の年次比較

加しており，2008年には自宅で亡くなる割合は 26.5％まで減少している。
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（ 5）　都道府県別の老衰死亡率（年齢調整死亡
率）の変化（図 4，図 5）

　都道府県別年齢調整死亡率は，同年の全国値
に対する比で算出すると，1975年においては男
性0.37～1.93，女性0.41～1.67であり，2005年
においては男性0.48～1.77，女性0.61～1.79と
なっており，1975年，2005年ともに地域差を認
めている。1975年と2005年を比較したところ，
男女ともに中部地方で拡大傾向，近畿地方で縮
少傾向にある。また，県別では沖縄県が著明に
縮少している。

（ 6）　2015年・2025年の老衰死亡者の推計
　2015年における推計死亡者数は，52,377人と
2008年の約1.5倍であった。2025年においては
93,944人と推計され，2008年の約2.6倍であっ
た。

Ⅳ　考　　　察

　1950年代以降，老衰死亡率は著明に低下して
きていた。これに対して，鈴木は，高齢者死因
の病理学的・臨床的検索が一段と向上し，安易
な「老衰」の臨床診断が低下したことによると
指摘しており8），また，植村も診断技術の進歩
が引き起こしたものである9）と指摘している。
2000年以降は，人口10万対死亡率はわずかなが
ら上昇傾向にある。しかし，年齢調整死亡率は
ほとんど上昇していないことにより，これは
「老衰死」と診断される人の割合が増えたから
ではなく，全体の超高齢者の死亡者数が増えて
いる4）ためといえる。今後も超高齢者の死亡者
数が増加すると考えられており，2015年と2025
年における老衰死亡者数を推計したところ，著
増していくことが予測された。また，老衰死亡
者の死亡場所は，自宅から病院や施設へシフト
してきている。これは，一般的に死亡場所が自
宅から病院へとシフトしてきている6）ため，そ
れに伴って病院や施設で亡くなる老衰死亡者が
多くなっていると考えられる。今後，老衰死亡
者が増加することが予測され，死亡場所に関し
ても，自宅に限らず，病院・施設と多様化して

いることを考えると，臨床医が「老衰死」に遭
遇する機会は増えるであろう。
　年齢別に老衰死亡者数の推移をみると，過去
から現在にかけて，より高齢で亡くなる方が増
加してきている。これには 2つの理由が考えら
れる。 1 つは，前述の鈴木や植村らの指摘8）9）

や「老衰死亡には診療回数が少ないなどやむを
得ない事情のために適切な診断がくだせないも
のなどが含まれている」との指摘10）にあるよう
に，医療へのアクセスや診断技術の問題で，以
前はより若年で「老衰死」と診断されていた可
能性である。もう 1つは，寿命が延び，高齢化
が進むことによって，以前よりも医療者や家族
が「老衰」であろうと考える年齢がより高齢と
なった可能性である。内閣府が行った意識調査
でも，「高齢者」とイメージされる年齢は，平
成元年と比較して平成15年の方が，75歳以上の
割合がより増加しており11），同様に「老衰」で
あろうと考えられる年齢もより高齢となってい
ることが予測される。
　このように，「老衰死」は，その時代の医療
へのアクセスや診断技術，「老い」や「老化」
といったものへの国民の意識など様々な要因の
影響を受けていると思われる。また，終末期医
療を担当する医師の立場や考え方によって老衰
死の数は大きく異なってくるのではないかとい
う意見もある9）。これらは，「老衰」や「老衰
死」の医学的概念が曖昧であることに起因して
いると考えられる。死亡診断書の記載マニュア
ルには，「高齢者でほかに記載すべき死亡の原
因がない，いわゆる自然死の場合のみ用いる」
とされており，老衰から他の病態を併発して死
亡した場合は医学的因果関係に従って老衰も記
入することになっている12）。しかし，実際には
様々な立場により「老衰」「老衰死」に対する
考えや定義は異なっている。江崎らは，百寿者
の42剖検症例すべてに明らかな死因が認められ
ており，「老衰死」なる言葉に科学的根拠があ
るとは考え難いとしている13）。また，田内は，
厳密な意味での老衰死はあっても極めてまれで
ある点を認めつつも，老衰現象を認める以上そ
れに伴う軽微な肺炎による老病死といえるよう
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なものや老衰死を認めざるをえないのではない
かとしている14）。社会学的な観点からは天田が，
老衰とは老い衰えゆく者とそれをみつめケアす
る他者との相互作用であり，「関係性の出来
事」と捉えられると述べている15）。このように，
「老衰」や「老衰死」の概念は曖昧なものであ
り，様々な立場により考え方が異なっていると
いえる。今後，老衰死亡者が増加することが予
測されるなか，「老衰死」の概念をより明確に
していく必要がある。その「老衰死」の概念は，
他の疾病概念とは異なり，医学的な概念のみで
定義することは難しいことが予測される。まず
は現在，医師がどのように「老衰死」と診断し
ているのか，そのプロセスを探索していく必要
があるであろう。
　また，都道府県別の老衰死亡率（年齢調整死
亡率）に関して，地域差を認めた。地域差や地
域の増減に関しては，前述のとおり老衰死の医
学的定義が曖昧であることを考えると，医学的
な要因以外に，社会的要因や地域特性など様々
な要因が関与していると考えられ，今後の検討
が必要である。
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